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ICPC-2 コーディング演習解答例 

2012.9.2 第 3 回日本プライマリ・ケア連合学会（福岡）WS-15 
 

症例３  内容 コード案 最終コード 
８歳男児。 
昨日から腹痛と発熱を訴え、今日は

嘔吐している。 
診察の結果、急性虫垂炎を疑い、後

方病院に紹介した。 

受

診

理

由 

腹痛  D06 
熱  A03 

嘔吐  D10 
   

診

断

行

為 

診察  D31 
   
   
   

診

断 
急性虫垂炎  D88 

   
治

療

行

為 

後方病院に紹介  D67 
   
   

 
症例４  内容 コード案 最終コード 

３歳女児。 
水イボだといって母親が連れてき

た。 
診察の結果、水痘と診断し、痂皮化

するまでの外出禁止を指導して、薬

を処方した。 

受

診

理

由 

水イボ  S95 
   
   

診

断

行

為 

診察  S31 
   
   
   

診

断 
水痘  A72 

   
治

療

行

為 

助言/生活指導  A45 
水痘の投薬  A50 

   
 

症例５  内容 コード案 最終コード 
１歳女児。 
のどに魚の骨が刺さったようだとい

って母親が連れてきた。 
診察の結果、咽頭に魚の骨を発見し、

ピンセットで除去した。 

受

診

理

由 

のどに魚の骨  R87 
   
   
   

診

断

行

為 

診察  R31 
   
   
   

診

断 
咽頭異物  R87 

   
治

療

行

為 

咽頭異物除去  R59 
   
   
   

 



2 

 

症例６  内容 コード案 最終コード 
５７歳女性。 
農作業中に右上腕を蜂に刺された。 
診察の結果、消毒と投薬を行った。 

受

診

理

由 

蜂に刺された  S12 
   
   
   

診

断

行

為 

診察  S31 
   
   
   

診

断 
蜂刺傷  S12 

   
   
   

治

療

行

為 

消毒  S56 
投薬  S50 

   
   

 
 

症例９－１  内容 コード案 最終コード 
５０歳男性。 
３週間前から鼻閉、鼻汁が続くので

受診した。 
後鼻漏があるが身体所見は異常な

い。 
レントゲン撮影にて右上顎洞の急性

副鼻腔炎の診断で抗生剤を処方して

再診を指示した。 

受

診

理

由 

鼻閉、鼻汁  R07 
   
   
   

診

断

行

為 

診察  R31 
副鼻腔 X-p  R41 

   
   

診

断 
急性副鼻腔炎  R75 

   
治

療

行

為 

抗生剤処方  R50 
助言/生活指導  R45 

   
   

 

症例９－２  内容 コード案 最終コード 
数日後、鼻の症状はよくなったが、最

近息切れがするといって再診。動くと

息がきれるので仕事を休んでおり、横

になるよりも座っていたほうが楽だ

という。数年前心筋症といわれ治療を

受けたことがあるが、現在は落ち着い

ているため定期通院はしていないと

いう。 
 
胸部聴診上湿性ラ音を聴取。酸素飽和

度 92％、胸部 X-P 上著名な心拡大と

肺浮腫を認め心不全を合併したもの

と診断した。 
 
利尿剤静注により症状は改善したが、

精査加療のため入院を勧めた。 

受

診

理

由 

副鼻腔炎再診  R31 
   

息切れ  R02 
   

診

断

行

為 

診察  R31 
診察  K31 
SpO2  K39 

胸部 X-p  K41 
診

断 
急性副鼻腔炎  R75 

   
心不全  K77 

   
治

療

行

為 

   
   

利尿剤静注  K50 
入院助言  K45 
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症例１０－１  内容 コード案 最終コード 
５５歳男性。 
健診で高血圧を指摘され来院。 
最近、仕事が忙しく、ストレスが多

いと感じていた。 
今回の健診では血圧 174/98 であり、

会社の保健室から紹介された。 
身長 173cm 体重 78kg、血液検査上

異常はなく食事指導と運動指導での

フォローを 開始した。 

受

診

理

由 

健診で高血圧疑い  K46 
   

仕事のストレス  Z05 
   

診

断

行

為 

診察  K31 
血液検査  K34 

診察  Z31 
   

診

断 
高血圧  K86 

   
職場環境問題  Z05 

   
治

療

行

為 

生活指導  K45 
   

助言  Z45 
   

 

症例１０－２  内容 コード案 最終コード 
初診から 2 か月後、6 回目の再診時

の血圧 166/98． 
仕事は一段落ついて、ストレスは減

っているという。 
血圧は改善していないと判断し、降

圧剤（ARB)を投与開始。 
食事指導・運動指導も行った。 

受

診

理

由 

高血圧経過観察  K31 
   
   
   

診

断

行

為 

診察  K31 
   

診察  Z31 
   

診

断 
高血圧  K86 

   
   
   

治

療

行

為 

降圧薬  K50 
生活指導  K45 

   
   

 

症例１０－３  内容 コード案 最終コード 
投 薬 開 始か ら 2 か 月 後の 血圧

142/86． 
体重変化はないが血圧は改善。 
降圧剤継続。 
血液検査上は異常なし。 

受

診

理

由 

高血圧経過観察  K31 
   
   
   

診

断

行

為 

診察  K31 
血液検査  K34 

   
   

診

断 
高血圧  K86 

   
   
   

治

療

行

為 

降圧薬  K50 
生活指導  K45 
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症例１０－４  内容 コード案 最終コード 
その後 6 年間、血圧は良好にコント

ロールされていたが、最近 2 年間は

受診していなかった。 
今回、高血糖を健診で指摘され来院。 
FBS160、HbA1c7.2、血圧 188/98、
173cm、86kg。 
糖尿は、生活指導、栄養指導。 
血圧は、生活指導、投薬再開して、

再診の約束をした。 

受

診

理

由 

健診で高血糖指摘  T46 
   

   
   

診

断

行

為 

診察  T31 
診察  K31 

血液検査  T34 
血液検査  K34 

診

断 
糖尿病  T90 
高血圧  K86 

   
   

治

療

行

為 

生活指導  T45 
生活指導  K45 
降圧薬  K50 

   
 


